
１～３月は税収確保重点期間です

　市では、税の公平性と自主財源の確保を図るため、１～３月を「税
収確保重点期間｣と定め、市税の滞納があり、納付も納税の相談も
ない方に対し、差押などの滞納処分を強化します。
　市税の納付が困難な場合、滞納を放置せず、まず、相談してくだ
さい。
　また、納税は便利な口座振替もできますので、ぜひ、利用してく
ださい。

《問合せ》税務課☎23-1118

　

平
成
28
年
分
（
平
成
28
年
1
月

1
日
〜
12
月
31
日
）
の
所
得
税
の

確
定
申
告
・
市
県
民
税
の
申
告
期

間
は
、
2
月
16
日
〜
3
月
15
日
で

す
。
こ
の
期
間
、
市
で
は
本
庁
・

各
振
興
局
に
申
告
相
談
会
場
を
設

置
し
ま
す
が
、
各
会
場
と
も
相
当

な
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
、
早
め
の

準
備
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
次
の
書
類
は
、
事
前
に
作
成
し

て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

○
事
業
所
得（
営
業
、
農
業
）・
不

動
産
所
得
の
収
支
内
訳
書

○
医
療
費
控
除（
医
療
機
関
の
領

収
書
等
）の
受
診
者
・
医
療
機

関
ご
と
の
集
計
表

■
次
の
書
類
は
、
平
成
28
年
分
で

あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
か
ら
全

て
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

○
給
与
所
得
、
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票

日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族
に

係
る
扶
養
控
除
等
の
書
類
の
添

付
等
義
務
化

　

日
本
国
外
に
居
住
す
る
親
族

（
国
外
居
住
親
族
）に
係
る
扶
養
控

除
等
の
適
正
化
の
観
点
か
ら
、
所

得
税
の
確
定
申
告
や
個
人
市
県
民

税
の
申
告
等
で
適
用
を
受
け
る
場

合
は
、
そ
の
親
族
に
係
る「
親
族

関
係
書
類
」と「
送
金
関
係
書
類
」

（
こ
れ
ら
の
書
類
が
外
国
語
で
あ

る
場
合
は
そ
の
翻
訳
文
を
含
む
）

を
提
出
ま
た
は
提
示
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

※
給
与
等
や
公
的
年
金
等
の
源
泉

徴
収
ま
た
は
給
与
等
の
年
末
調

整
の
際
に
、
源
泉
徴
収
義
務
者

に
提
出
ま
た
は
提
示
し
て
い
る

場
合
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

金
融
所
得
課
税
の
一
体
化

　

税
負
担
に
左
右
さ
れ
ず
金
融
商

品
を
選
択
で
き
る
よ
う
、
異
な
っ

て
い
た
公
社
債
等
と
株
式
等
の
課

税
方
式
が
同
一
化
さ
れ
ま
し
た
。

特
定
公
社
債
等
の
利
子
や
売
却
に

よ
る
所
得
が
申
告
分
離
課
税
の
対

象
と
な
り
、
こ
れ
ら
の
所
得
と

上
場
株
式
等
の
配
当（
申
告
分
離

課
税
を
選
択
し
た
も
の
に
限
る
）

お
よ
び
譲
渡
所
得
と
の
損
益
通
算

や
、
特
定
公
社
債
等
に
係
る
譲
渡

損
失
の
確
定
申
告
に
よ
る
3
年
間

の
繰
越
控
除
が
で
き
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

な
お
、
分
離
課
税
制
度
の
改
組

で
、
従
来
可
能
だ
っ
た
上
場
株
式

等
と
一
般
株
式
等（
非
上
場
株
式

等
）の
間
で
の
損
益
通
算
が
で
き

な
く
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も

確
認
で
き
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
る

個
人
市
県
民
税
の
主
な
改
正
内
容

で
す
。

給
与
所
得
控
除
額
の
見
直
し

　

給
与
収
入
が
1
2
0
0
万
円
を

超
え
る
場
合
の
給
与
所
得
控
除
額

の
上
限
額
が
、2
3
0
万
円
に
引

き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

○
各
種
控
除
に
必
要
な
証
明
書
類

■
次
の
方
は
、
直
接
豊
岡
税
務
署

へ
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
土
地
、
建
物
ま
た
は
株
式
等
の

譲
渡
所
得
の
あ
る
方

②
青
色
申
告
の
方

③
繰
越
損
失
の
あ
る
方

④
雑
損
控
除
の
あ
る
方

⑤
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
の
あ

る
方
で
初
年
度
の
方

⑥
消
費
税
、
贈
与
税
の
申
告

《
問
合
せ
》
豊
岡
税
務
署
個
人
課
税
第
1
部
門
☎
22
–
2
1
4
4（
所
得
税
確
定
申
告
）

　
　
　
　
　

市
役
所
税
務
課
☎
21
–
9
0
4
5（
市
県
民
税
申
告
）

《
問
合
せ
》
税
務
課
☎
21
–
9
0
4
5

※
①
〜
④
に
該
当
す
る
方
で
、
確

定
申
告
書
の
提
出
が
不
要
な
場

合
は
除
き
ま
す
。

　

各
会
場
と
も
、
相
談
の
受
付
時

間
を
設
定
し
て
い
ま
す
が
、
受
付

人
数
を
制
限
し
ま
す
。
所
得
税
の

確
定
申
告
はe

イ
ー
タ
ッ
ク
ス

-T
ax

に
よ
り
自
宅

の
パ
ソ
コ
ン
で
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
申
告
相
談
の
日
程
や
会
場

な
ど
は
、
広
報
と
よ
お
か
2
月
号

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

申
告
期
間
は
２
月
16
日
〜
３
月
15
日

所
得
税
・
住
民
税
の
申
告
準
備
は
お
早
め
に

個
人
住
民
税
の
主
な
改
正
内
容
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豊
岡
年
金
事
務
所

か
ら
の
お
知
ら
せ

　

年
金
相
談
窓
口
を
次
の
と
お
り

時
間
延
長
し
ま
す
。

　

お
越
し
の
際
は
、
年
金
手
帳
な

ど
基
礎
年
金
番
号
の
分
か
る
も
の

と
身
分
証
明
書
等
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。
代
理
者
の
と
き
は
、
対

象
者
の
年
金
手
帳
な
ど
基
礎
年
金

番
号
の
分
か
る
も
の
の
他
、
委
任

状
と
代
理
者
の
身
分
証
明
書
等
を

準
備
し
て
く
だ
さ
い
。

●
1
月
14
日（
土
）

　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
4
時

●
1
月
4
日（
水
）、
10
日（
火
）、

16
日（
月
）、
23
日（
月
）、
30

日（
月
）

　

午
前
8
時
30
分
〜
午
後
７
時

●
年
金
予
約
相
談

・
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

☎
0
5
7
0

05

1
1
6
5

・
0
5
0
か
ら
始
ま
る
電
話
の
方

　

☎
03

6
7
0
0

1
1
6
5

●
年
金
個
人
情
報
サ
ー
ビ
ス

　

日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

ア
ド
レ
ス

　

http://w
w
w
.nenkin.go.jp/

《
問
合
せ
》
豊
岡
年
金
事
務
所

　

☎
22

0
9
4
8

　

市
民
課
☎
21

9
0
1
5
ま
た

は
各
振
興
局
市
民
福
祉
課

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と

き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、

現
役
世
代
み
ん
な
で
支
え
る
仕
組

み
で
す
。具
体
的
に
は
、若
い
と
き

に
公
的
年
金
に
加
入
し
保
険
料
を

納
め
続
け
る
こ
と
で
、
年
を
取
っ

た
と
き
や
、
病
気
や
け
が
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、家
族
の
働
き
手
が

亡
く
な
っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

　

年
金
額
は
実
質
価
値
を
維
持
す

る
た
め
改
定
が
行
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
負

担（
税
金
）で
す
。
加
入
案
内
は
、

20
歳
の
誕
生
日
月
に
郵
送
さ
れ
ま

す
の
で
、
必
ず
加
入
の
手
続
き
を

し
ま
し
ょ
う
。

国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

■
将
来
の
大
き
な
支
え

　

国
民
年
金
は
20
〜
60
歳
の
人
が

加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る
制
度

で
す
。
国
が
運
営
す
る
た
め
、
年

金
の
給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保

障
さ
れ
ま
す
。

■
老
後
の
た
め
だ
け
で
は
な
い

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
取
っ
た

と
き
の
老
齢
年
金
の
他
、
障
害
年

金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま
す
。
障

害
年
金
は
、
病
気
や
事
故
で
障
害

が
残
っ
た
と
き
、
遺
族
年
金
は
、

加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、
そ
の

加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維
持
さ
れ

て
い
た
遺
族
が
受
け
取
れ
ま
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
に
は
毎
月
納

付
と
、
1
カ
月
分
、
6
カ
月
分
、

1
年
分
、
2
年
分
を
前
払
い
す
る

方
法（
前
納
）が
あ
り
ま
す
。
前
納

制
度
は
、
保
険
料
が
割
り
引
か
れ

て
お
得
で
す
。
口
座
振
替
に
よ
る

前
納
は
、
現
金
納
付
に
比
べ
割
引

額
が
多
く
な
り
ま
す
。

▼
前
納
の
申
込
方
法
・
期
限

○
現
金
…
申
込
み
不
要（
送
付　

さ
れ
る
納
付
書
で
支
払
い
）

○
口
座
振
替
…
口
座
振
替
を
希　

望
す
る
金
融
機
関
の
窓
口
ま
た

は
豊
岡
年
金
事
務
所
で
、
2
月

28
日（
火
）ま
で
に
手
続
き
。
申

込
用
紙
は
、
市
役
所
本
庁
ま
た

は
各
振
興
局
の
年
金
窓
口
に
も

あ
り
ま
す
。

▼
前
納
の
支
払
期
日
・
方
法

○
現
金
…
4
月
上
旬
に
郵
送
さ　

れ
る
納
付
書
で
、
5
月
1
日

（
月
）ま
で
に
納
付

○
口
座
振
替
…
5
月
1
日（
月
）　

に
指
定
の
口
座
か
ら
引
き
落
と

さ
れ
ま
す
。
6
カ
月
前
納
の
方

の
2
回
目
の
振
替
日
は
、
10
月

31
日（
火
）で
す
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
困

難
な
場
合
は
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

■
学
生
納
付
特
例
制
度

　

学
生
は
本
人
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
、
保
険
料
の
納
付
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

■
免
除
制
度

　

学
生
で
な
い
方
で
、
本
人
、
配

偶
者
、
世
帯
主
そ
れ
ぞ
れ
の
所
得

が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、
保
険

料
が
全
額
ま
た
は
一
部
免
除
と
な

り
ま
す
。

■
納
付
猶
予
制
度

　

学
生
で
な
い
50
歳
未
満
の
方
で
、

本
人
と
配
偶
者
の
所
得
が
一
定
額

以
下
の
場
合
に
、
保
険
料
の
納
付

が
猶
予
さ
れ
ま
す
。

※
そ
れ
ぞ
れ
に
要
件
が
あ
り
、
添

付
書
類
が
必
要
な
場
合
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
役
所
市

民
課
か
各
振
興

局
市
民
福
祉
課
、

豊
岡
年
金
事
務

所
に
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

 

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

保
険
料
納
付
は

 

口
座
振
替
・
前
納
が
お
得

学
生
納
付
特
例
制
度
と

 

免
除
・
納
付
猶
予
制
度

《前納による割引額》
納付方法 １カ月 ６カ月 １年分 ２年分

現金支払い（月々 ） 16,260円 97,560円 195,120円 393,000円

現金支払い（前納）
［割引額］ ̶ 96,770円

［790円］
191,660円
［3,460円］ ̶

口座振替（前納）
［割引額］

16,210円
［50円］※早割

96,450円
［1,110円］

191,030円
［4,090円］

377,310円
［15,690円］

※口座振替による毎月納付の早割は、随時受け付けています。
　（注）平成29年度の額は未定。平成28年度の保険料額を基にした目安額
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